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 2019年８月末現在、約1,258万kWの洋上風力発電案件が環境アセスメント手続きを実施しており、
特に2017年度以降、再エネ海域利用法の施行と相まって、急速に案件形成が進捗している。

環境アセス手続中

港湾区域 55万kW

一般海域 1,258万kW

＜一般海域の環境アセスの開始時期（累積）＞
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※2019年度は４月～８月の期間のみ。

2017年以降
急増

※出典： 第41回風力エネルギー利用シンポジウム、
基調講演1. 我が国の風力発電と促進政策について, 経産省

１. 事業の必要性

◆事業実施の背景（日本の洋上風力発電計画）
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洋上風力発電について

50m
100m

NEDO
銚子沖
実証事業

重力式基礎

NEDO
北九州沖
実証事業

重力・
ジャケット式基礎

浮体式
日本のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ：約98千km2

（離岸距離 30km未満、水深50m以上200m未満)

※社会的制約なし、年平均風速：≧7ｍ/ｓを元に推計

着床式
日本のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ：約21千km2

（離岸距離 30km未満、水深 50m未満)

低コスト浮体式洋上風車の開発
軽量浮体・風車、低コスト係留
浅水深で設置可能かつ低コスト

対象海域水深
50m～100m程度

『 次世代浮体式洋上風力発電
システム実証研究 』

スパー型浮体

環境省
五島実証事業

経済産業省
福島実証事業

コンパクトセミサブ
型浮体

１. 事業の必要性

◆事業実施の背景 （我が国の洋上風力発電実証事業について）

モノパイル式基礎

重力式基礎

ジャケット式基礎

バージ型浮体 ＴＬＰ コンパクト
セミサブ型浮体

スパー型
浮体
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１. 事業の必要性

◆事業の目的

• 事業目的
本事業では、技術的課題が多くある水深50mから100mの海域を対象に、浮体式

洋上風力発電のさらなるコスト低減を実現する新たなシステム技術（浮体＋係留
＋洋上風車）に係る課題を克服すべく、浮体式洋上風風力発電技術を確立すると
ともに、洋上風力発電の導入拡大に向け、浮体式洋上風力発電の設置、運転、
保守に係る洋上風力発電導入ガイドブックなどを整備することにより、風力発電
の導入拡大及び産業競争力の強化に資することを目的とする。

洋上風力の導入拡大

• 我が国の洋上風力発電のポテンシャルを有効に活用するためには、着床式に加えて

浮体式の導入拡大を目指す必要がある

• 経済産業省や環境省による浮体式の実証研究により、実用化への道は開けた

• 今後は浅い水深でも設置可能な着床式に匹敵する発電コストの浮体式が求められる
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１. 事業の必要性

◆政策的位置付け

• 「新成長戦略」（2010年6月閣議決定）
強みを生かす成長分野として、第一に環境・エネルギー分野があげられている。
-Ⅰ.グリーン・イノベーションにおける国家戦略プロジェクト

「公有水面の利用促進、漁業組合との連携等による洋上風力開発の推進等
への道を開く」

• 「再生可能エネルギー導入拡大に向けた関係府省庁連携アクションプラン」（2017
年4月公表）では、港湾・一般海域における洋上風力発電の設置に係る制度環境
の整備など、関係府省庁連携プロジェクトを関係府省庁が一丸となり計画的に推
進するとされている。

• 「第5次エネルギー基本計画」（2018年7月閣議決定）
再生可能エネルギーについては、２０３０年のエネルギーミックスにおける電源

構成比率の実現とともに、確実な主力電源化への布石としての取組を早期に進
めると言及され、洋上風力発電の導入促進及び着床式洋上風力の低コスト化、
浮体式洋上風力の技術開発や実証を通じた安全性・信頼性・経済性の評価を行
うことが盛り込まれている。
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◆NEDOが関与する意義

１. 事業の必要性

洋上風力発電は、第5次エネルギー基本計画（ 2018年7月閣議決定）において、洋上風
力発電の導入促進及び着床式洋上風力の低コスト化、浮体式洋上風力の技術開発や実
証を通じた安全性・信頼性・経済性の評価を行うことが盛り込まれている。
しかし、欧州等と比較して気象・海象条件の厳しい我が国において、洋上風力の導入事

例は無く、施工、運転に加え、環境影響等の解決すべき課題が多くあり、洋上風力発電の
実証研究の推進が重要である。
また、安全性・信頼性・経済性の評価や環境アセスメント手法の確立等のためには、民

間企業だけでなく、大学、研究機関を含めた力を結集する必要がある。
特に、浮体式洋上風力は世界的に見ても、実証を含めて実施例が少なく、民間企業だ

けで技術開発を実施するにはリスクが大きい。

NEDOがこれらの技術開発を主導して実施すべき事業
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◆洋上風力発電等技術研究開発のスケジュール

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

調査

実証

研究

研究
開発

導入
支援

高度
実用
化

FS

洋上風況観測システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風力発電システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風況観測（洋上風況マップ）

低コスト施工技術調査

低コスト施工技術実証

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

超大型風力発電システム実証研究開発（７MW級）

（共通基盤研究）

着床式洋上ウィンドファーム開発支援事業

洋上ウィンドファームFS

環境アセスメント調査早期実施実証事業

風車部品高度実用化

スマートメンテナンス技術研究開発

風車運用高度化

風車の大型化

社会実装

低コスト化

洋上風力発電等
技術研究開発（ⅱ）

（バージ型）

（セミサブ型）

評価対象年度

着
床
式

浮
体
式

（基盤調査）

（要素技術実証）（要素技術開発）

（浮体式洋上風力発電低コスト化技術開発）

8

１. 事業の必要性



◆事業の目標

１. 事業の必要性

（１）次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（２０１４－２０２２）
【中間目標】
• 水深５０ｍ～１００ｍの実海域における低コストの浮体式洋上風力発電システムのFSを完了し、

実証研究の実現可能性を示す（２０１５）
• 実証事業（バージ型）に着手し、性能評価及びコスト評価等に必要なデータの取得を開始する

（２０２０）

【最終目標】
事業終了後（２０２３年以降）、水深５０ｍ～１００ｍを対象に、発電コスト２３円／kWhで実用化可能な
浮体式洋上風力発電システムの技術を確立し、我が国における国内風車産業の強化につなげる。

（２）次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（要素技術開発・実証）（２０１６－２０２３）
【中間目標】
• 発電コスト２０円／kWhを実現可能な浮体式洋上風力発電の要素技術の性能評価を行い実証研

究の実現可能性を示す。（２０１７）
• 実証事業（要素実証）に着手し、性能評価及びコスト評価等に必要なデータの取得を開始する

（２０２０）

【最終目標】
２０３０年以降、発電コスト２０円／kWh以下を達成できる浮体式洋上風力発電システムの技術を確

立し、着床式洋上風力発電並みの発電コストまで低減させることで、２０３０年以降に浮体式洋上風
力発電の導入促進を図る。 9



2. 事業の効率性

◆研究開発事業を実施するにあたって

• NEDO内で事前評価を実施
• NEDO POSTによるパブリックコメントの募集

募集期間：2014年4月17日～4月30日
コメント投稿数：０件

事前評価の結果（事前評価書）
• ＜位置付け・必要性＞本事業は、

洋上風力発電の導入加速に直結する
ため、NEDOプロジェクトとして実施す
る必要性が高い

• ＜マネジメント＞本事業は、NEDOの
プロジェクトマネジメントのもとで、産
官学連携による運営となり、成果が適
切に出力されると期待される

• ＜実用化・事業化＞浮体式のコスト低
減が進めば、洋上風力の導入量を飛
躍的に増加させることが可能となるた
め、成果の実用化・事業化の見通し
は妥当である。
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• 要素技術実証
2018年度～2022年度
豊田通商(株)、（国）九州大学、（国）東京大学、
（国研）海上・港湾・航空技術研究所、（株）寺岡、（株）グローカル

NEDO：プロジェクトマネージャー
新エネルギー部 伊藤正治

PL:プロジェクトリーダー（2009年度～）
東京大学 教授 石原 孟

指示・協議

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

• バージ型
2014年度～2021年度
丸紅（株）、日立造船（株）、（株）グローカル、コスモエコパワー（株）、
（国）東京大学、九電みらいエナジー（株）

• 共通基盤研究/基盤調査
2018年度/国際航業（株）
2019年度～2022年度/ （一財）日本気象協会

委託

◆実施体制

2. 事業の効率性
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2. 事業の効率性

◆研究開発のスケジュール 【実施期間：2014年度〜2022年度】

2014 ～ 2017 2018 2019 2020以降

次世代浮体式洋
上風力発電シス
テム実証研究
（バージ型）

（共通基盤研究、
基盤調査）

（要素技術開発・
要素技術実証）

FS 実証研究

▲
ステージゲート
評価委員会

▲公募 実証機の設
計・製作・設
置・試運転

最
終
目
標

2021

中
間
目
標

※今回の「評価対象期間：2018年度〜2019年度

国内外情報収集・技術課題整理・とりまとめ・技術委員会開催

運転、保守管理、
データ収集

▲運転開始

（共通基盤研究/基盤調査）

（バージ型）

FS
▲公募

中
間
目
標

最
終
目
標

2022

（要素技術開発） （要素技術実証）

要素技術の
評価

▲
ステージゲート
評価委員会

実証
研究

実証機の設計・製作・設置・試運転

運転、保守管理、データ収集
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• 有識者による次世代浮体式洋上風力発電技術委員会(以下「技術委員
会」)を設置し、バージ型チーム、要素技術実証チームからの報告を踏ま
え、技術委員の意見を事業に反映する

• さらに、要素技術実証は、実証研究ステージに進むための課題解決を効
率的に行うため、技術委員会の下部にプロジェクト推進WG（以下「推進Ｗ
Ｇ(要素技術実証)」）を設置

2. 事業の効率性

◆プロジェクトマネジメント

推進WG
（要素技術実証）

指摘・助言

報告

指摘・助言

指摘・助言

報告

第三者認証機関
による審査

共通基盤チーム（2018年度）
基盤調査チーム（2019年度）

実証研究チーム
（バージ型、要素技

術実証）

情報共有

申請・報告

指摘・承諾

報告

・ＮＥＤＯへの進捗報告
・課題への指摘・助言

技術委員会

・技術評価
・実証機性能評価
・事業性評価、環境影響
調査 他
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• FS調査項目及び第三者認証機関審査項目について、各分野のエキスパートを
招集し、密に検討、及び助言を与えることで、FSを効率的に進める。

推進WG（要素技術実証）の設置

2. 事業の効率性

◆プロジェクトマネジメント

• 洋上風力の各分野に知見を有する技術委員から技術的助言を受けることで、事
業の円滑な運営を図る

• 技術委員の専門分野は、浮体式洋上風力発電システム、海洋構造物、環境ア
セスメントなど多岐にわたる

技術委員会の設置

【バージ型、要素技術実証】

【要素技術実証】
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2. 事業の効率性

◆プロジェクトマネジメント

開催回数 2018年度 2019年度 計

技術委員会（バージ型） 2 1 3

技術委員会（要素技術実証） － 1 1

推進ＷＧ（要素技術実証） － 1 1

この他に、NEDOと委託事業者のみでWGを開催し、進捗管理、懸案事項
及び契約事務処理等の協議を実施して、事業の効率的な実施を図る

【技術委員会、推進ＷＧ(要素技術実証)の開催実績】
（回）

開催回数 2018年度 2019年度 計

ＷＧ（バージ型） 10 8 18

ＷＧ（要素技術実証） 4 11 15

（回）
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◆事業費用

（単位：百万円）

・事業費：約57億円（評価対象年度：2018～2019年度）

2. 事業の効率性

ⅱ）次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

2018 2019 計

事業費 3,895 1,815 5,710

◆実施の効果 （費用対効果）

（バージ型）※

• 過年度において実施したFSの結果、水深50～100ｍの海域における低コストの浮体式
洋上風力発電システムの実現可能性が示された。

• ＦＳの結果を踏まえ、ステージゲート通過後に実証フェーズへ移行し、製作、設置及び
試運転等を経て2019年5月に運転を開始した。

• 水深（50～100m）を含めた浮体式洋上風力の導入ポテンシャルは約10万km2あるとの
試算もあり、本事業を実施することで更なる導入促進が見込まれる。

※ 事業費用の大部分を占める事業
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◆情勢変化への対応、見直し

2. 事業の効率性

（要素技術実証）

• バージ型の実証研究や、福島沖、五島沖の実証研究によって我が国は浮体式洋
上風力の分野で世界をリードしていたが、欧州においても既に浮体式洋上風力ウィ
ンドファームの実証研究が開始され、一部はセミコマーシャルに移行するなど、浮
体式洋上風力発電技術開発の競争が本格的に始まっている

• 一方、長期にわたる海域の占用、海洋再生可能エネルギー発電設備の利用の促
進を目的とする「海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域の利用促進
に関する法律案」が2019年4月に施行されるなど、我が国の洋上風力発電の本格
的な商用化に向けて、更なる導入促進と低コスト化が課題となっている

• そこで、今後の洋上風力FITからの自立、また、アジアモンスーン地域への展開を

見据えて、更なる低コスト化を目指した先進的な要素技術を用いる、浮体式洋上風
力発電システム実証研究（要素技術実証）を２０１８年度から実施

• 要素技術実証では、新しいコンセプト（一点係留方式）による実証研究の実施を目
的として、ＦＳを実施し実現可能性評価および低コスト化の検証を進めているところ
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◆前回中間評価結果への対応

指摘 対応

1

認証の見通しにやや甘さが見
られる

今回のバージ型浮体は世界で初めての実証であり、技術的
妥当性の評価項目自体を決定するために、外部の認証機関
と協議を行いながら、FS事業を実施する必要がありました。

コンクリート製バージ型の認証取得に対する見通しが甘いと
のご指摘ですが、上記の通り、協議を行う中で具体的な課題
を抽出し、解決していく他なく、NEDOが国プロとして実施す

る必要性があったと理解しております。

協議の結果、鋼製バージ型浮体は認証を通過でき、コンク
リート製バージ型は追加実験などが必要であると指摘され、
実証研究期間を鑑み、今回の実証研究は鋼製バージ浮体を
選定しました。

なお、認証で指摘されたコンクリート製バージ型浮体の技術
的課題について、今後の別プロジェクトの研究開発の中で解
決していく予定です。

「概ね現行通り実施して良い。」との評価。下記は、主な指摘事項に対する対応。

18

2. 事業の効率性



◆前回中間評価結果への対応

指摘 対応

2

事業者の選定にやや甘さが見
られる

FSの対象事業者の選定は、外部有識者による採択審査委

員会において、提案内容の妥当性、新規性、実現可能性、
実施体制、成果の事業化について、5段階評価を行い、平均
総合点60点以上、審査委員の各項目の平均点が3点以上を

採択候補の目安としております。

この結果を踏まえて、NEDO内部の契約・助成審査委員会
で、NEDOが定める基準等に基づいて厳正な審査を行い、

最終的な実施者を決定しております。

事業者選定の手続きには特に問題がないと理解しておりま
す。

「概ね現行通り実施して良い。」との評価。下記は、主な指摘事項に対する対応。

2. 事業の効率性
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◆前回中間評価結果への対応

下記は、前回の評価の際に「好評」をいただいた内容。

2. 事業の効率性

項目 内容

必要性

着床式よりも水深が大きい海域での洋上風力発電は、そのポテンシャルが大き
く、今後の事業化が世界的にも期待されており、我が国の産業競争力を強化す
る上でも重要である。まだ多くの技術的課題が残されている中、水深50〜100m
での立地に焦点を絞った浮体式洋上風力の研究開発に取り組んだことは、今後
の実用化に至る道筋を描く上で意義がある。日本は気象・海象条件が厳しいこと
を踏まえると、NEDOが主導して民間、大学、研究機関などを結集して実施すべ
き事業であると評価できる。目標を発電コストとしていることは妥当であり、その
水準も適切である。

効率性

研究開発を推進するために必要な委員会やWGを設置して、技術的課題や社会
的制約条件などを総合的に判断しながら事業を実施しており、ステージゲートを
設けている点や、洋上風力発電関連の技術研究開発全体と本事業のスケ
ジュールが連動している点などに工夫が見られる。

有効性

FSに基づき実証試験の実施にまでこぎつけていること、技術ガイドブックを作成
していることなど、中間目標はおおむね達成していると判断できる。プレスリリー
ス、WEBでの動画配信、一般向け見学会など成果の普及に向けた取組みもなさ
れている。



◆前回中間評価結果への対応

下記は、前回の評価の際の「総合評価及び今後への提言」。

項目 内容

総合評価
今後への提言

浮体式洋上風力は世界市場においても未知数のところがあるものの、日本
における潜在的な開発可能量は大きい。国内のポテンシャル及び国際展開
を視野に入れて水深50～100mの海域の浮体式洋上風力をターゲットとする
本事業は独自性がある。また、本事業は適切に計画されており、おおむね順
調に研究開発が進んでいると評価できる。

一方で、実証試験については当初の計画から外れる内容となっている部分も
あり、今後の適切な管理・対応が望まれる。

この分野は世界的にも競争がし烈であることから、引き続き海外の動向も
ウォッチするとともに、場合によっては共同研究の推進や協力関係の構築も
視野に入れて欲しい。福島沖での実機による浮体式洋上風力の調査研究以
降、様々な形で蓄積されてきた日本の知見・ノウハウ等を最大限に活用する
とともに、状況の変化に柔軟に対応してPDCAもしっかりと回しつつ、投下資
金に見合うような成果を期待したい。また、再生可能エネルギーに対する国
民の関心を高め、理解を得るための活動についてもNEDOをあげて取り組ん
で欲しい。

2. 事業の効率性



◆各個別テーマの成果と意義

3.事業の有効性

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（バージ型）

＜成果＞
• 実証機設置に向けて、実証機の設計・製作・施工、関係者協議、及び各種法的手続き

等の完了
• 運転開始に必要な安全管理審査を受け、2019年5月に実証運転開始
• 初の定期点検となる風車の半年点検を2019年10月下旬に実施・完了
• 各種データの収録システムおよびネットワークの構築が完了し、各種観測データの観測

を開始
• 環境影響評価については、2018年度から事後調査を開始しており、事前の予測評価内

容との比較を実施中

＜意義＞
• 技術的にハードルの高い、浅い水深（約50m）での浮体式洋上風力発電の技術確立達

成に向けて、その実現可能性を示した
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3.事業の有効性

◆各個別テーマの成果と意義

23

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（バージ型）

幅×奥行×高さ 51ｍ×51ｍ×10 m
（スカート幅6m含む）

喫水 約7.5 m

風車定格出力 3000kW

浮体重量 3,000t
（バラスト重量除く）

バージ型浮体

（バージ型浮体のスペック）



発電量、風況・波浪等のデータや風車に加え浮体の各種センサーからのモニタリング
データにより、風車部品等の故障予測や早期検知により、予防的メンテナンスが行える
データシステムを構築。

3.事業の有効性

◆各個別テーマの成果と意義（各種データの観測）
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次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（バージ型）



定期点検（５００時間） 月次点検

試運転

◆各個別テーマの成果と意義

25

3.事業の有効性

＜試運転・定期点検の実施＞
使用前自主検査、安全管理審査
を経て、実証運転を開始。
その後は、定期点検、月次点検等
を実施している。



次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（共通基盤研究）
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（基盤調査）

＜成果＞
• バージ型については、専門家からなる技術委員会を組織し、実証研究グループの成

果内容などについて報告を行うと共に、技術的な助言を反映した円滑な事業の実施
• 要素技術実証については、課題解決のためのＷＧを設置し、ＦＳの内容について技

術的な助言を受けることで、FSを円滑に進めた
• 更に海外の技術動向調査を行い、バージ型及び要素実証に関連する技術・コスト情

報を技術委員会へフィードバックすることで、実証研究に反映する予定

◆各個別テーマの成果と意義

＜意義＞
• 技術委員会運営による本事業の円滑な進捗を促進
• 詳細な海外の技術動向調査を行い、技術・コスト情報を技術委員会に報告することで、

「浮体式洋上風力発電の設計」や「保守・管理」に反映し、コスト低減につなげる

26

3.事業の有効性



◆各個別テーマの成果と意義

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（要素技術実証）

27

FSにおいては、想定海域における海域調査や事前協議並びに各種基本設計を行
い、実証研究の詳細仕様を決めて、その実証研究の実現可能性、事業性を評価
するとともに、浮体システムの船舶安全法の適合性を確認する。

〈成果〉
①事前協議
関係する自治体、海上保安庁、漁業協同組合と協議を実施。

②候補海域調査
海底地形、地質構造、海底面調査を土質について調査を完了。

③環境影響評価
北九州市の条例に従って環境影響評価（事前手続，配慮書，方法書）を実施。

④基本設計
風車・浮体・係留索のモデルを定義し連成解析を実施。また、下記手法によりシ
ステム検証を実施。

3.事業の有効性



◆各個別テーマの成果と意義

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（要素技術実証）

• 水槽試験
（１）浮体動揺，構造応答の確認
（２）一点係留回頭特性検討

• シミュレーション
解析ソフトを用いてシミュレーショ
ンの有用性を確認中

⑤経済性・事業性評価
現状のコスト試算し長期的な経済
性確保の検証を実施。

＜意義＞
• ２０３０年以降、発電コスト２０円／kWh以下を達成できる浮体式洋上風力発電システム

の技術を確立することで、洋上FITから自立した浮体式洋上風力発電の導入促進を図る
ことが可能となる。

水槽試験用模型(1/60モデル) シミュレーションモデル

28
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③ガイワイヤ：鋼製
④タレット：没水型，気中スリップリング，係留索6本
➄コーナーフロータ
・形状：2段円筒

⑥アーム断面形状：風下側：長円/風上側矩形

◆各個別テーマの成果と意義

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
• 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（要素技術実証）
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①風車：2B Energy 6MW
②タワー
・断面形状：Eppler862v3（33%）
・翼弦長：9.0m
・翼型高さ：基部～65%高さ

全長：90m
全幅：93m

①

②

④

➄⑥

③

3.事業の有効性



事業項目 中間目標 成果 達成度
今後の課題と
解決方針

バージ型

• 水深50m～100ｍ程度の海域における
低コストの浮体式洋上風力発電システ
ムのFSを完了し、実現可能性を示すと
ともに、事業化時の建設コストを検証す
る。（2015年）

• 実証事業（バージ型）に着手し、性能評
価及びコスト評価等に必要なデータの
取得を開始する（2020年）

• 実証機設置を完了し、その
後、運転開始に向けた各
種試運転を実施

• 安全管理審査を経て、
2019年5月21日に運転開
始

○

• 効率的な保守管
理技術の開発を
行い、低コストな
浮体式洋上風力
発電システムの
技術を確立

共通基盤
基盤調査

• 水深50m～100ｍ程度の海域における
浮体式洋上風力発電システムの技術
課題整理、委員会運営、事業紹介ホー
ムページの作成（2017年）

• 海外の動向に関する情報
収集の実施

• 技術委員会を運営

• 事業紹介ホームページを
作成し、運用開始

○

• 技術委員会運営
及びホームペー
ジ更新による情
報発信

要素技術
実証

• 発電コスト20円／kWh を実現可能な浮
体式洋上風力発電の要素技術の性能
評価及び実海域でのＦＳを行い、実証
研究の実現可能性を示す。(2017年)

• 実証事業（要素実証）に着手し、性能評
価及びコスト評価等に必要なデータの
取得を開始する。(2020年)

• 実証事業に向けて、FS実
施中。 △

• 実証研究の実現
可能性、事業性
を評価するととも
に、浮体システム
の船舶安全法の
適合性を確認す
る。

◎ 大きく上回って達成、○達成、△達成見込み、 ☓未達

◆中間目標と達成状況（まとめ）

30
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◆成果の情報発信（成果報告会）

年に1度開催するNEDO成果報告会において、口頭発表・ポスターにより事業成果・
進捗状況を報告

【2018年度】10月3日～4日（場所：パシフィコ横浜）
【2019年度】10月17日～18日（場所：同上）

発表会場の様子（2019年度） ポスター発表会場の様子（2019年度）

31
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◆成果の情報発信（ウェブサイト）

• 2018年8月10日に実施した浮体式風車組立完成記者会と合わせて、本事業の特設
ウェブサイトを同時リリース

• 事業紹介動画、写真など国民に広く、洋上風力を理解して頂くコンテンツを公開
（委託事業者の変更に伴い、ウェブサイトは一旦閉鎖。現在、再公開に向けて準備中）

http://floating.nedo.go.jp/
32
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◆成果の情報発信（運転開始式、現地見学会）

2019年5月21日に北九州市で浮体式風車の運転開始式（以下、式典）を実施。
当日の式典には、経済産業省、九州経済産業局、福岡県、北九州市など約60名が出
席。また、式典後の現地見学会には、地元テレビ局や新聞・雑誌多数のメディア19社
が参加。

浮体式風車実証運転開始プレスリリース 運転開始式
33
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◆成果の情報発信（展示会への出展、出張事業）

情報発信 2018 2019 計

展示会への出典 １回 １回 ２回

出張授業 ２回 ２回 ４回

エコテクノ2019出典ブース出張事業の様子
34

・2019年8月3日北九州市エコタウンセンターにて親子科学工作教室を開催。
・2019年10月9日～11日に北九州市で行われた「エコテクノ2019」へ出展すると共に
会場内セミナー「世界と日本における浮体式洋上風局発電の開発」で講演も実施。

3.事業の有効性
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